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利益相反の開示

演者名： 篠原 久仁子

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。



目的
当薬局は、薬局実習受け入れ施設であり、健康サポート薬局でもある。2021年

8月から許可を受けた地域連携薬局として、地域に密着した薬局活動と薬学生へ

の実務実習教育を行っている。しかし、新型コロナ感染症の拡大に伴い、それら

それらの安全で有効な実践や地域の公衆衛生活動、健康支援については、試行錯

誤の中で困難を生じることも少なくない。2020年4月にはオンライン診療に対す

る時限的・特例的措置がなされ、薬局でも0410対応としてオンライン服薬指導を

行うことが可能になった。

今回、コロナ禍での薬局実習や地域連携薬局、健康サポート薬局、オンライン

の服薬指導の効果的で安全な実施方法について、実践活動を報告する。



方法
コロナ禍での受け入れの薬局実習生への実習内容と感染対策を調査した。コロナ禍以前に

比べて実施が困難な内容の有無、感染対策により変わらず実施できた健康サポート活動、

地域連携薬局の実施内容を調査した。

【対象患者】

当薬局のコロナ禍での新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信を用

いた診療等の時限的・特例的な扱い（0410対応）による指導を行った患者11名

（年齢：5歳～87歳、性別：男性4名、女性7名）とした。

【オンライン服薬指導】

・オンライン服薬指導を行った場合と電話、対面による服薬指導を行った場合の3つ

の方法についての理解度、満足度とその理由を聴き取り調査を行った。

【理解度、満足度は、1～5までの5段階で、5を最高点とした。なお、患者には、本調査の

趣旨を説明し、調査への協力に事前同意を得ている。



コロナ禍での地域連携薬局

①構造設備
高齢者、障害者に配慮したバリアフリー構造

アクリルボードの設置

ワクチン検査パッケージ検査拠点

→陽性者への受診勧奨

消毒液の設置

セルフレジの導入



コロナ禍での地域連携薬局

②情報連携体制
要件：服薬情報提供実績

（過去１年間で月平均30回以上）
地域のチーム医療実習の実施

クリニックとの密な情報共有

濃厚接触者が出た際にもすぐに連絡をとる

接触者の抗原検査、PCR検査の実施など
③調剤及び薬剤の販売業務体制
電話、オンラインでの服薬指導

抗原検査キットの販売

薬物乱用防止 オンライン授業



コロナ禍での地域連携薬局

④居宅等での調剤及び指導を行う体制
在宅訪問前の抗原検査、PCR検査
訪問看護ステーションとの簡易懸濁に関するセミナーの実施

医師・看護師と同席した在宅訪問 (ハイブリッドでの実施）



コロナ禍での地域連携薬局

⑤健康サポート活動の実践
参加者の参加前の抗原検査の実施

(ラベンダーセミナーの実施)

冬虫夏草入り十全大補湯漢方スープ



結果① 薬の理解度 (対面)

【患者の感想】
・丁寧に説明してくれるかかりつ
け薬剤師に、信頼して質問できる
ので、スムーズにコミュニケーシ
ョンが取れる。

・在宅介護があるため、薬局で
（薬を）待っていられない。

・認知症疑いがあるため、本人へ
対面指導されても理解不十分な時
があり、残薬や飲み忘れ等の問題
があった（患者家族の感想）。



【患者の感想】
・年寄りには難しい。耳が聞こえ
ない中で、「聞く」と「理解」が
同時にできない。

・視覚情報がないため、インスリ
ン増量の指示が理解出来なかっ
た。

結果② 薬の理解度 (電話)



【患者の感想】
・オンラインで家庭血圧、血
糖値の検査値を家族と共有で
き、薬の低血糖や効果を理解
できるようになった。

・薬剤師にフォローしてもら
えることで、正しくインスリ
ン注射の手技確認できた。

結果③ 薬の理解度 (オンライン)



結果④ 服薬指導への満足度 (対面)

【患者の感想】
・寝たきりで薬局に行けないので在
宅で受け取る方が助かる。医師と薬
剤師が同席し、その場で薬を増減し
たり、症状にあった薬を処方してく
れるのは有難い。

・骨が弱く、漢方は多く飲んでいる
ため、感染リスクのない個室で何で
も相談できるのは有難い。

・従来の対面式では、大量の飲み忘
れがあっても、本人は「飲んだ」と
伝えるため、コミュニケーションエ
ラーがあった（患者家族の感想）。



【服薬指導への満足度 比較】

・服薬指導への満足度（対面）
・服薬指導への満足度（電話）
・服薬指導への満足度（オンライン)

：平均 3.9
：平均 3.3
：平均 4.5



結果

消毒などの感染対策のみならずワクチン検査パッケージ検査
拠点として、薬学生の定期的な抗原検査及びPCR検査を実施
しながら、薬物乱用防止講座のオンライン講座や漢方、ハーブ、
アロマセラピー講座やチーム医療実習や在宅訪問も、全てのモ
デルコアカリキュラムのプログラムを安全に実施することが可
能となった。

また、コロナ禍での対面服薬指導の満足度が、平均3.9に対し
て、電話での満足度は3.3、オンラインでの満足度は、4.5と高か
った。



考察①

コロナ禍でも、感染対策を実施しながら、薬学生への体験実習

と育成を安全に実施することが可能であった。

その際には、学生の体調管理、定期的な抗原検査・PCR検査の施

行、感染状況に応じた速やかな対応、大学、医療機関との連携が

重要であった。

感染対策を行いながら実際に対面で行うことのできた実習等は、

オンラインでは感じることのできない、リアルを感じることがで

きた。


